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朝日大学は、国際未来社会を切り開く社会性と創造性、
そして、人類普遍の人間的知性に富む人間の育成をめざします。
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「教育の重要性」
混迷を深める今だからこそ、教育の

重要性が問われている。

全教職員を前に2010年度事業計画

の基本方針を述べる宮田侑理事長。

　2010年度の事業計画が、2009
年12月の（学）朝日大学評議員会
で承認、2010年1月理事会で決定
された。
　現下の厳しい少子化の到来に
あって、「教育」の重要性が一層増

しているなか、教育の質の向上を
最重点課題と捉え、事業計画・予
算の基本方針として次の点を挙げ
ている。
　また、この基本方針に基づき決
定された事業計画は下記のとおり。

2010年度事業計画決まる

建学の精神に基づき
「選ばれる大学」をめざす ◆アドミッション・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポ

リシーの明確化をはかること
◆初年次教育、学生参加型授業をより充実し、学生の学習意欲の向
上をはかること

◆本学の同窓会との連携、父母との連携強化に引き続き努めること
◆本学医療機関を中心に地域貢献に全力を挙げること
◆建物の耐震補強など学生の就学環境の向上をはかること
◆諸施策の確実な実行のため財務基盤を確立すること

《基本方針》

学生募集Ⅰ

①同窓会、教育後援会との連携強化
②歯学部卒後生涯教育（CE）の充実

教育の質の向上Ⅱ

本学の社会的評価の向上Ⅲ

①学生の海外派遣による国際化
②留学生受け入れ強化

国際交流の強化Ⅳ

地域との連携強化Ⅴ
①医療機関による地域への貢献
②公開講座、市民相談室等
③高大連携等

①建物の耐震補強等
②教育環境の整備・充実

施設・設備の整備Ⅵ

強固な財務基盤の確立Ⅶ

2010年度事業計画
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Hot Topics
三重大学と包括的連携協定を締結

　朝日大学と三重大学（三重

県津市）とは、東海地域への社

会貢献をより一層促進するこ

とで、２月３日（水）に三重大

学三翠会館において、また２

月23日（火）には朝日大学理事

長室において大友克之学長

（朝日大学）並びに内田淳正学

長（三重大学）ほか両大学関

係者が出席し「包括的連携に

関する協定」を締結した。

　本学が国立大学と連携協定

を締結するのは今回が初めて

となる。

東海地域の知の拠点

　これまで朝日大学と三重大

学は、東海地域の知の拠点と

して数多くの有為な人材を輩

出し、市民生活、学芸、環境及

び産業の発展向上に貢献して

いる。このたびの連携協定の

締結は、一層の教育研究水準

の高度化、地域と一体となっ

た人材育成等を進めるにあた

り両大学の緊密な連携・協力

が有益であるとの判断に基づ

くものである。

　今後、両大学の連携協議会

において協議が進められ、

①健康・医療分野における連携

②地域社会への貢献

③環境への取り組み

④大学経営・管理部門における連携

など個別プロジェクトが展開

されることとなる。

　将来的には、学生の単位互

換制度などもめざす。

調印式で両大学学長の堅い握手が交わされる

本学において連携協議会が発足した
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岐阜県下で初の認定更新

研究水準の向上をめざす

　2005年8月に岐阜県下で最

初となる「人間ドック健診施設

機能評価Ver.1」を取得した歯

学部附属村上記念病院総合

健診センターが、このたび

（社）日本病院会・日本人間ド

ック学会の認定する「機能評

価Ver.2」更新の認定を受けた。

　今回のヴァージョン1から2

への更新にあたっては、健診

施設の質の改善を中心に全

184項目について第三者によ

る厳しい実地調査や書面での

審査に基づく認定であり、大

変価値の高いものである。

地域社会への貢献

　開設から16年目を迎え、年

間受診者が13,000人を数える

健診センターでは、歯学部の

教育・研究・診療機関として、

「医療機関の組織体制」「受診

者の満足と安心」「健診の質の

確保」「健全な運営」などさら

なる充実をはかると共に、信

頼性の高い医療と予防医学の

実践により地域社会への貢献

をはたしていくこととなる。

人間ドック機能評価

人間ドック健診施設機能評価「認定書」
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　経営学部には、在学中に実

社会で評価の高い資格を取

得した者や大学の名誉を昂揚

させた者を対象とした「学部

長表彰」の制度がある。

　このたびビジネス企画学科

3年のGRASSMUCK　NADINEさん

がTOEICでみごと975点のス

コアを獲得し、1月13日（水）開

催の経営学部教授会席上に

おいて学部長表彰を受けた。

　TOEICは990点満点で英語

のコミュニケーション能力を

幅広く評価する世界共通のテ

スト。企業が学生を採用すると

きに求められる英語能力は、

全職種でTOEIC平均686点

以上という調査統計が発表

されており、ドイツ出身の

GRASSMUCKさんのスコアは平均

点をはるかに超えほぼ満点に

近いすばらしいものであった。

質の高い教育支援体制

　今回の成果は、当然のこと

ながら本人のたゆまぬ努力と、

入学時から基礎教育センター

などで充実した英語教育を実

践している本学の教育支援体

制が実証されたものであると

いえる。

学部長表彰を受けたGRASSMUCK  NADINEさん

TOEICで975点
学部長表彰を受ける

March  2010

TOEIC
Test of English for International Communicationの略称

　「朝日大学経営学会設立20

周年記念（学会長：奥山徹経

営学部長）」のプレ・イベント

が、１月20日（水）穂積キャン

パス６号館大講義室で開催さ

れた。大友克之学長からの開

会挨拶後、「ぎふ清流国体マス

コットキャラクター」のミナモ

も登場し2012年の国体開催を

PRした。　

　ハンドボール部をはじめ本

学体育会が岐阜県と協力し

「ぎふ清流国体」に向け競技

力向上に取り組んでいるなか

開催された今回のプレ・イベ

ントでは、前人未到の世界空

手道選手権４連覇を達成した

若井敦子氏（西濃運輸株式会

社空手道部監督）とハンド

ボールスペイン１部リーグ（ア

ルコベンダス）で活躍中の宮

崎大輔氏とのビック対談が実

現、会場に集った300名近い

本学学生及び教職員は、スー

パーアスリートによる対談に

熱心に聞き入っていた。

夢と目標に向かって

　両氏からは学生時代の経験

を踏まえ、本学の学生たちへ

「それぞれの夢や目標に向か

い、全力でスポーツと学業に

取り組むことが大切である。」

との応援メッセージが送られ、

会場内は感動と大きな拍手に

包まれた。

スーパーアスリート対談2010
スポーツ選手として生きることとは

宮崎氏と本学ハンドボール部員たち

「若井 VS 宮崎」のビッグ対談が実現

模擬法廷を出前

法廷劇の練習を積む学生たち法教育教材のリーフレット

法教育教材コンクール 「劇団朝日大」結成

　本学法学部では、裁判員制

度の導入や岐阜県弁護士会と

の学術交流協定の締結をきっ

かけに、法を身近に考えてもら

おうと法廷劇を演じる「劇団朝

日大」が同学部の有志により

結成された。

　県内の中学・高校からは、裁

判員制度を学ぶために模擬法

廷を見学したいとの要望が数

多く寄せられている。これらの

声に応えるため同劇団は、法学

部大野正博教授により監修・執

筆された脚本を手に教育現場

に出向き、裁判官、検察官、弁

護士、被告役に分かれ法廷劇

を演じ、裁判員制度への理解を

深める活動を続けている。

　朝日大学では岐阜法教育研

究会と共同主催し、岐阜県民

のリーガルマインドの啓発活

動の一環として「法教育のた

めの教材コンクール」を実施

している。

　この取り組みは、新学習指

導要領において、小・中学校及

び高等学校の学校教育で法

教育を取り扱う内容が充実さ

れたことを受け、児童・生徒に

対する法教育を効果的に行う

ための教材及び指導法を広く

教育現場に普及させることを

目的としている。
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　大学生の就職環境が再び厳
しさを増している。昨年12月時
点の大学生の就職内定率は
73.1％と過去最も厳しかった
2003年調査（04年春卒）を下
回った（日本経済新聞調べ）。
そんな中、法学部・経営学部3
年生の就職活動がいよいよ本
格化した。
 本学では、就職支援の一環と
して就職活動を直前に控えた
学生を対象に、大垣フォーラ
ムホテル（大垣市）において
「面接合宿トレーニング」を１
月９・10日に実施した。

ビデオで面接の様子を確認
 同合宿では豊富な実績を持
つ企業コンサルタントを講師
に招き、「自己分析・PR、志望動
機の作成から模擬面接」まで
幅広い指導が２日間にわたり
行われた。参加した学生たち
は、就職戦線を目前に控え真

剣な面持ちで講師のアドバイ
スに耳を傾けていた。

積極的に自己アピール
　また、２月23・24日の両日に
は岐阜都ホテル（岐阜市）に
おいて「朝日大学2010就職セ
ミナー」が開催された。
　このセミナーは、本学学生
の採用実績が豊富な東海地
区を中心とした企業を招いて
行う本学独自の就職説明会で、
毎年学生たちが自分を積極的
に企業へ売り込む場となって
いる。参加企業は延べ130社
を超え、２日間で約300名のリ
クルート姿の本学学生が企業
ブースに足を運び、採用担当

者と対面した。
　セミナー終了後の企業担当
者からは、参加学生の意欲・熱
意の高さに注目が集まり、入
学時から取り組んできた就職
活動に対する備えの成果が大
いに感じられた２日間となっ
た。

企業ブースで採用担当者と面談

片手・傘差し運転の危険性を学ぶ

教室内で生け花を体験

就職活動本格スタート
面接合宿・就職セミナーを実施

　今日の大学では、教育研究
活動をサポートする職員の資
質向上が不可欠であり、教育
職員のFD（ファカルティ・ディ
ベロップメント）活動推進と共
に、事務職員によるSD（スタッ
フ・ディベロップメント）活動
のさらなる活性化が求められ
ている。

教育の質の管理、そして見える化
　今回新たに教育職及び事
務職の管理者を対象とし実施
されたSD研修会では、2010年
度の達成目標として「教育の
質の向上から質の管理、そし
て見える化（可視化）」が掲げ
られ、赤石健司常務理事（副学
長）並びに大友克之学長から

「2010年度事業計画の概要と
本学の現状分析」が詳細に解
説された。
　出席者たちは、建学の精神

に基づきより一層の大学改革
の推進と組織力強化を図るこ
とが「魅力ある大学、選ばれる
大学づくり」につながるもので
あるとの認識を新たにした。

赤石常務理事並びに大友学長が講師を務める

管理者を対象としたSD研修会
事業計画の概要と本学の現状分析

　留学生別科日本語研修課
程では、授業（日本の文化）で
「茶道」や「生け花」を学んだ。
　「茶道」の授業では、「お盆
立て」という自宅でも簡単にで
きるお茶の立て方を実習した。
留学生たちは初めて手にする

茶筅（ちゃせん）の使い方に悪
戦苦闘していた。
　また、「生け花」の授業では、
留学生たちが真剣な面持ちで
生け花を体験。穂積キャンパ
ス内で行われた「生け花展」で
は作品を前にそれぞれの生け
花を評価しあっていた。

交通ルールの違いを学ぶ
　また、留学生を対象にした
「自転車安全教室」が穂積キャ

ンパス内で開かれ、母国と日
本との交通ルールの違いを学
んだ。
　留学生の出身地は、中国、
ベトナム、ミャンマーなど様々
で、自転車に乗る習慣が無
かったり、日本の交通ルールと
は逆の右側通行であったりす
る。このことから、東海自動車
学校（大垣市）から講師を招き、
日本の道路交通法の解説や
安全な自転車の乗り方につい

て学んだ。講習を受講した留
学生は「安全運転」を誓ってい
た。

「日本の伝統文化や交通ルール」を学ぶ

March  2010

SD［staff development］
職員の意識改革、能力開発の実践的手法

FD［fuculty development］
教員の教育能力を高めるための実践的手法

（資料）文部科学省「就職内定状況調査・学校基本調査」
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大卒者は20年前より増えている
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　2010年度歯学部AO入試・
推薦入試合格者で入学手続き
が完了した者を対象とした
「入学前セミナー」が、本学穂
積キャンパス及び大垣フォー
ラムホテル（大垣市）において
１泊２日の日程（昨年12月26・
27日）で開催され、今春の入
学を心待ちにした入学予定者
が参加した。
　このセミナーは、本学歯学
部の教育内容を事前に説明
のうえ、入学時までの有意義
な時間の過ごし方等をアドバ
イスすることを目的として昨
年度より開催されているもの

である。
歯科医師という夢
　セミナー会場では、田村康
夫歯学部長から「入学までの
貴重な時間を将来の歯科医
師という夢に向けた歩みの期
間としてもらいたい。」との挨
拶がなされ、その後、磯﨑篤
則教務委員長、永原國央学生
生活委員長らから、「教育方針、
歯学教育の現状」や「歯科医
師をめざす学生像」などの説
明がなされると共に、入学ま
での学習についてアドバイス
が行われた。
　また、グループディスカッシ

ョン、在学生との座談会やボ
ーリング大会では、本学教職
員・学生との交流もはかられ、
寝食を共にした入学予定者た

ちは、朝日大学での充実した
学生生活に夢と希望をふくら
ませていた。

　瑞穂市総合センターで1月
10日（日）に行われた成人式で
は「記念歯科検診」が実施され、
本学歯学部社会口腔保健学研
究室の歯科医師や歯科衛生士
らが新成人の歯科検診を行う
と共に歯の健康管理について

アドバイスを行った。

地域社会の健康を守る
　本学による歯科検診は
1989年からスタートし、現在
では瑞穂市成人式の恒例行
事として定着している。振り袖

やスーツ姿の新成人たちは、
虫歯の有無を診てもらったり、
ブラッシング指導などを受け
ていた。
　歯科検診を行っている同研
究室の磯﨑篤則教授は、「瑞
穂市民の歯の健康に対する意

識は非常に高いものがある。
これからも検診を通じて地域
社会の健康を守っていきた
い。」と語った。

活発なグループディスカッションが展開

歯科医師への道がスタート

　「障害者歯科ネットワークぎ
ふ」が主催する第14回講演会
が１月16日（土）に本学穂積キ
ャンパス内1号館講義室で開
催され、特別支援学校の職員
や看護士、障害児を持つ保護
者ら約90名が参加し、障害者
を支える家庭と地域の現状等
について学んだ。
　同ネットワークは、
岐阜県内の歯科医師、
病院や障害者施設な
どの関係者で組織さ
れており、障害者の健
康や発育を考えようと
年１回講演会を開催
している。

地域のサポート不可欠
　講演会では、愛知県豊田市こ
ども発育センターのぞみ診療
所の三浦清邦副所長が、「医療
的ケア」をテーマに講演。障害
者が安心して暮らすには、ケア
ホームや病院などのサポート
体制が不可欠であると語った。

障害者を支える家庭と地域の現状等について学ぶ

障害者の歯科医療について考える

成人式で歯科検診

　本学穂積キャンパス６
号館大講義室において、
歯学部５年生による「第
３回臨床実習症例報告
会」が１月22日（金）に開
催された。

学びの成果発表
　この報告会は、昨年４
月に「登院式」を終えた５
年生が一年間にわたり附属病
院の各診療科で学んだ臨床
実習の学習成果を発表する場
として今年度より導入された。
グループごとに行われた報告
会では、事前の入念な準備が
行われ、会場に集った教員た

ちを前に学生たちは一年間の
学びの成果をパワーポイント
を駆使し堂々と発表していた。
　いよいよ今春から最終学年
へと進級し歯科医師国家試験
に挑む学生たちの成長が楽し
みである。

グループごとに症例を報告する学生たち

「症例報告会」を開催

March  2010

附属病院での実習成果をまとめる

「入学前セミナー」を開催

医療的ケアを学ぶ
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フェンシング
日本代表選手に決定

全日本学生選手権エペで
「ダブル優勝」

March  2010

　本学体育会フェンシング部
の伊藤真実（法２年）は、「第
１回全国サーブルチャレンジ

カップ」や「第17回JOCジュニ
アオリンピックカップ大会」な
どでの競技成績が認められ、
今春フィリピン（マニラ）で開
催されるジュニアアジア選手
権大会とアゼルバイジャン（バ
クー）で開催される世界ジュニ
アフェンシング選手権大会へ
本学６人目の日本代表として
出場することが決まった。若き
フェンサーの活躍が期待され
る。

　全日本選手権エペで「ダブ
ル優勝（個人・団体）」に輝い
た体育会フェンシング部の選
手並びに指導者の栄光を讃え
「優勝祝勝会」が２月３日（水）
に盛大に開催された。（競技結
果の詳細は、本紙2010年1月
第64号で既報。）

「ダブル優勝」で祝勝会
　会場となった穂積キャンパ
ス内の「花水木」には、岐阜県
内の教育委員会、体育協会、フ

ェンシング協会や高等学校の
指導者などスポーツ関係者ら
約100名が集い、本学体育会
フェンシング部の「ダブル優
勝」を祝った。

原政敏部長（法学部教授）の乾杯で
交流会が始まる

プレゼント交換で
ペナントとコアラが大友学長へ

雪上の人工芝グランドで気迫あふれるプレーが展開

バレーボールで国際交流
　本学体育会バレーボール部
とオーストラリアのジュニアナ
ショナルチームとの歓迎交流
会が１月８日（金）に、岐阜県
教育委員会（スポーツ健康課、
国体競技力向上対策室）、体
育協会、バレーボール協会か
らの来賓を迎え、岐阜都ホテ
ル（岐阜市）で開催された。
　今回の交流は、「ぎふ清流
国体」に向け強化指定を受け
ている本学バレーボール部
が、競技力向上の一環として

昨年春にオーストラリア遠征
の際にジュニアナショナル
チームとの合同合宿を行った
ことがきっかけとなり実現した
ものである。

スポーツ談議で盛り上がる
　交流会では、大友克之学長
の開会挨拶、林俊彦氏（岐阜
県教育委員会スポーツ健康課
課長）並びに武藤容治氏（岐
阜県バレーボール協会会長）
からの来賓挨拶、両チームに
よる選手紹介、記念品贈呈が
行われ和やかな雰囲気の中
で会が進行した。
　また、翌日からは、サンライ
ズジム（本学バレーボール専
用体育館）で試合形式の強化

練習が行われ、実践さながら
の白熱したプレーが繰り広げ
られた。

高校ラグビー強化練習
　本学穂積キャンパス内のラ
グビー場において、岐阜県内
高等学校のラグビー部選手ら
約150名が集い強化練習会が
行われた。　
　今回の強化練習では、２年
後の「ぎふ清流国体」に向け
た競技力向上を目的に、「花
園（全国高校大会）」で２回の
優勝を成し遂げている強豪・
天理高校（奈良県）の田中克

己監督（ユース強化部門長を
兼務）を迎え、高いレベルの練
習やコーチング法のアドバイ
スが行われた。
　前日に大雪が降ったラグ
ビー場ではあったが、フィール
ド内で高校生たちは積雪をも
のともせず日頃の練習成果を
発揮しようとディフェンス練習
を中心に気迫あふれるプレー
が展開された。
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大友克之学長と受賞者たち

好成績を収めた桒原一菜選手

輝かしい競技成績

「ぎふ清流国体」に向け

　このたび本学体育会強化種
目所属の選手たちは全国大会
での競技成績（優勝）が評価さ
れ、「岐阜県体育協会表彰」を
受賞した。
　2012年「ぎふ清流国体」に向
け、選手たちの今後のより一層
の活躍が期待される。

March  2010

　本学及び体育会剣道部の
主催による「第８回朝日大学
剣道錬成会」が、大垣市武道
館で２月14日（日）に開催され
県内外強豪校の高校剣士たち
が集った。
　2003年から始められた同錬
成会は、高校剣道の競技力向
上と本学体育会剣道の活動を
県内外にPRすることを目的と
して毎年開催されており、当日
は約300名の高校剣士（県内
12校、県外９校）らが参加、全

国トップクラスの大阪清風高
校剣道部元監督中寛和氏によ
る指導の下「基本錬成、試合錬
成、稽古会」に取り組み、互い
に「心技体」を磨き合った。

剣音が響く
　会場となった武道場には強
豪剣士の交える剣音が鋭く響
き、全国選抜大会を間近に控
えた剣士たちにとって「錬成
会」は、技術・競技力向上の充
実した一日となった。

全国から強豪剣士が集った

剣士が心技体を磨く「岐阜県体育協会表彰」受賞
剣道錬成会を開催

　「第16回アジア競技大会（中
国・広州）」の選考会を兼ねた
「第93回日本陸上競技選手権

競歩大会」が1月31日（日）に神
戸市六甲アイランド甲南大学
周辺コースで行われ、女子20
㎞競歩で本学陸上競技部（強
化指定選手）の桒原一菜（ビ
ジネス企画3年）が第4位に入
賞した。
　桒原選手は、これまで故障
により満足な練習ができな
かったが、本大会においては
その故障も完治し、十分な練
習を積んで臨んだことが今回
の好成績につながった。

日本陸上競技選手大会第4位！

　岐阜県体育協会が主催する
「平成21年度スポーツ懇談
会」が2月12日（金）に岐阜グラ
ンドホテル（岐阜市）で開催さ
れ、「ぎふ清流国体」に向け競
技力向上に取り組んでいる各
種競技団体の関係者ら約400
名が一同に会した。
　懇談会では、田口義嘉壽体
育協会会長の挨拶、古田肇岐
阜県知事からの祝辞が述べら
れ、引き続きアトランタオリン

ピック出場経験のある元バ
レーボール女子アメリカ代表
のヨーコ・ゼッターランド氏に
よる講演が行われ、国体開催
に向け参加者の意識高揚が
はかられた。
　本学からは、同協会の総務
委員長を務める大友克之学長
をはじめ強化指定を受けてい
るクラブの指導者らが参加し、
国体に向けての強化状況や本
年度の競技成績を報告した。

スポーツ懇談会開催される

　大友克之学長が会長を務
める岐阜県テニス協会が岐阜
県医師会健康スポーツ医学研
究会と岐阜スポーツ医学研修
会の協力を得て、１月16日
（土）に「テニス障害の予防」と
題した特別講演会とシンポジ
ウムを岐阜県医師会館（岐阜
市）で開催した。
　当日は、本学体育会硬式庭
球部の部員をはじめ、県内の
テニス協会に所属する関係者
が多数参加し、2012年の「ぎ
ふ清流国体」に向けテニス障

害の予防や指導方法などにつ
いて熱心に学ぶと共に情報交
換を行った。
　朝日大学体育会では、岐阜
県との連携をはかり硬式庭球
部をはじめ12種目のクラブが
競技力向上に取り組んでいる。

シンポジウムの座長とパネリスト

テニス障害の予防
講演会・シンポジウムを開催

岩田 　華奈 （情報管理３年）
田村 麻里子 （情報管理３年）
福田 美香子 （ビジネス企画２年）
川村　 　彩 （ビジネス企画２年）
井関 　太一 （ビジネス企画４年）
横関 　裕樹 （ビジネス企画３年）
明珍 　裕子 （ビジネス企画２年）

フェンシング部

自転車競技部

受賞者

特別講演

◆ スポーツによる手関節痛とテニス肘

別府　諸兄 氏

中根　康雄 氏

奥平　修三 氏

聖マリアンナ医科大学整形外科教授
日本テニス協会ドクター・トレーナー部会長

シンポジウム

《パネリスト》

《座長》

◆ テニスのスポーツ障害の予防・診断・治療

大友　克之
岐阜県テニス協会会長、朝日大学学長

中根整形外科

京都警察病院整形外科（ナショナルチームサポート）

安藤　喜章 氏
岐阜県立岐阜商業高等学校テニス部監督（教諭）

秋田　史帆
朝日大学体育会硬式庭球部コーチ（現役プロ）
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　本学歯学部長の田村康夫

教授（小児歯科学分野）は、静

岡市民文化会館で開催された

「健やか親子21全国大会」に

おいて、長年にわたる母子保

健に関する調査研究活動が認

められ（財）日本家族計画協会

の会長表彰を受賞した。

　このたびの受

賞は、「超極低出

体重児の吸啜・咀

嚼機能発達」の研

究や、日本で初めて科学的な

根拠に基づいた「誤飲予防用

の立体的スケール」の開発が

高く評価されたものである。

健やか親子21全国大会にて表彰

　朝日大学では、本年1月19日

（火）で創立39周年を迎えた。

これを記念して、穂積キャンパ

ス内の野球場西側にて「記念

植樹」が行われた。

　大友克之学長の挨拶の後、

出席した教職員の手により本

学が一層たくましく発展・成長

することを祈り、記念樹の

「モッコク」が植樹された。

創立39周年記念植樹

本学のさらなる発展・成長を願い、記念植樹を行った

法学部・経営学部では、授業日数の確保という観点から、2010
年度は特定の祝祭日等（7月19日－海の日、10月11日－体育の
日、11月３日－文化の日、11月23日－勤労感謝の日、1月19日
－創立記念日）に授業を実施することとし、該当する祝祭日の
振替休日として特定日（4月30日、9月21・22・24日、10月22日）を
休日（授業を行わない。）とします。
なお、このことにより、休日の日数が減ることはありません。

「2010年度学年暦」決まる 入学式を４月２日に挙行

本学のさらなる発展を祈る

▼ 法学部・経営学部 （注）日程等変更となる場合があります。 ▼ 歯学部 （注）日程等変更となる場合があります。

３月30日～４月３日

４月２日

４月３日

４月５日

４月12日～14日

５月８日～12日

７月24日

７月26日～８月２日

８月３日～９月20日

８月３日～12日

８月16日～20日

８月23日

８月30日～９月４日

９月18日

９月21日

９月27日

９月27日～29日

ガイダンス期間

（定期健康診断を含む。）

入学式（春季）

新入生学外研修

前学期授業開始

履修届・個別授業時間割提出期間

履修登録修正期間

前学期授業終了

前学期定期試験期間

夏季休業期間

集中講義期間

集中講義期間

前学期定期試験合否結果発表日、

前学期追・再試験手続日

前学期追・再試験期間

学位記授与式（春季）

入学式（秋季）

後学期授業開始

前学期成績通知表配付期間

前学期の日程 行　事　等

３月30日

３月31日

４月１日

４月２日

４月３日

４月５日

４月８・９日

５月８日

７月23日

７月24日

７月26日

７月27日

７月28日

７月29日

８月24日

８月25日

９月１日

９月２・３日

９月２日

９月６日

９月９日

９月10日

９月16日

９月21日

入学前オリエンテーション・健康診断

入学式・学生部オリエンテーション

オリエンテーション・アチーブメントテスト

前学期授業開始

新入生学外研修

前学期授業終了

夏季休業開始

夏季休業終了

前学期定期試験開始

前学期定期試験終了

前学期科目補講開始

前学期科目補講終了

前学期追・再試験開始

前学期追・再試験終了

後学期授業開始

オリエンテーション・健康診断

前学期授業開始

前学期授業終了

夏季休業開始

夏季休業終了

前学期定期試験開始

前学期定期試験終了

前学期科目補講開始

前学期科目補講終了

前学期追・再試験開始

前学期追・再試験終了

後学期授業開始

オリエンテーション・健康診断

前学期授業開始

前学期授業終了

夏季休業開始

夏季休業終了

前学期定期試験開始

前学期定期試験終了

前学期科目補講開始

前学期科目補講終了

前学期追・再試験開始

前学期追・再試験終了

後学期授業開始

オリエンテーション・健康診断

前学期授業開始

登院式

前学期授業終了

前学期定期試験

前学期定期試験

夏季休業開始

夏季休業終了

前学期追・再試験

後学期授業開始

前学期の日程 行　事　等 （６学年も３月30日に新年度開始）

歯学部での祝祭日等の対応については、従前（カレンダーどおり）のとおり取り扱うこととします。

５学年３・４学年２学年１学年

　（学）朝日大学理事・評議員

の谷澤久先生が１月21（木）、

都内の病院で死去した。82歳

であった。

　先生は昭和28年法政大学

を卒業後広告会社を設立、経

済活動を始めた。その後、故

宮田慶三郎先生を支え岐阜歯

科大学創立に参画、いわゆる

創立者理事の１

人。宮田慶三郎前

理事長、宮田侑理事長の信頼

も厚く、大学発展のため尽力

なされていたことは多くの人

の知るところである。

　先生の多大な功績を偲び、

衷心より追悼の意を表すもの

である。

谷澤 久 理事 天国へ
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